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涌谷町

農業委員会だより

　これまで休日の手伝いしかしてきませんでしたが、両親が元気なうちに農業の知識や経験を
学ぼうと55歳で国家公務員を早期退職し、農業を継ぐ決意をしました。
　農業は土を耕し、種を蒔いて水を与え、収穫するまでの作業は天候にも考慮し、それぞれ慎
重に行う必要がありますが、うまく対応できた時の喜び、また家族に「我が家の米が一番おい
しい。」と言ってもらえることが何より幸せです。
　農業（水稲、野菜）に本格的に取り組んで2年になりますが、今後は地域の方々との交流を
大切にし、スマート農業を取り入れながら経営規模を拡大して、加工販売にも挑戦してみたい
です。
　また、農業体験イベントを開催し、消費者の方々に食と農の大切さを伝えて行きたいと考え
ています。

認定農業者　伊
い と う

藤 弘
ひ ろ

行
ゆ き

さん（小里長根地区）

わが町期待の
農業者



　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
農
業

委
員
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
災
害
も
な
く
、

水
稲
の
作
柄
は
非
常
に
良
好
で
あ
っ
た

こ
と
と
、
市
場
の
米
不
足
に
よ
っ
て
米

価
は
上
昇
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
米
農
家
と
し
て
は
農
業
資

材
、
燃
油
、
農
薬
な
ど
の
経
費
が
値
上

が
り
し
て
お
り
、
経
営
的
に
は
や
っ
と

適
正
価
格
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
の
が

本
音
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
は
町
が
令
和
６
年
度
中
に
作
成

す
る
「
地
域
計
画
・
目
標
地
図
」
を
活

か
し
な
が
ら
農
地
の
集
積
・
集
約
化
等

を
計
り
、
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
持
続
的
発
展
の
た
め
関
係
機
関
と

一
体
と
な
り
日
々
の
活
動
を
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

涌谷町農業委員会
会　長

日　野　善　勝

会
長
あ
い
さ
つ

　

令
和
６
年
５
月
13
日
、
農
水
省
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
た
勲
章
伝

達
式
に
お
い
て
、
前
会
長
の
畑
岡
茂
氏
が
農
業
振
興
功
労
・
旭
日

単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
11
月
15
日
、
名
取
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

た
宮
城
県
農
業
会
議
設
立
70
周
年
記
念
式
典
に
て
、
市
町
村
農
業

委
員
会
会
長
職
を
３
期
以
上
務
め
た
と
し
て
、
同
氏
は
宮
城
県
農

業
会
議
会
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
光
栄
は
、
私
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
お
か
げ

で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
農
に
携
わ
る
全
て
の
人
に
喜
び
と

楽
し
み
の
あ
ら
ん
こ
と
を
切
に
願
い
、
日
々
精
進
し
て
参
り
ま

す
。」�

（
畑
岡　

茂
）

叙
勲
・
表
彰

前農業委員会会長　畑岡　茂
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地域計画策定に向けて
目標地図作成の検討会議を行いました。

　

令
和
４
年
５
月
に
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
町
で
は
将
来
の
地
域
農
業
の
姿

を
描
い
た
「
地
域
計
画
」
を
令
和
６
年
度
末
ま
で
に
策
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
計
画
の
「
目
標
地
図
」
を
作
成

す
る
必
要
が
あ
り
、
令
和
６
年
４
月
16
日
か
ら
19
日
の
４
日
間
、

涌
谷
町
の
将
来
を
見
据
え
た
目
標
地
図
作
成
の
検
討
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

検
討
会
で
は
、
委
員
や
関
係
機
関
の
方
々
、
実
際
に
耕
作

し
て
い
る
認
定
農
業
者
の
方
々
と
議
論
し
な
が
ら
、
目
標
地

図
作
成
に
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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活 動 報 告農業委員会の
園
児
と
野
菜
づ
く
り

Ｊ
Ａ
祭
で
Ｐ
Ｒ
活
動

　女性農業委員の及川委員と佐々木委員が涌谷幼稚園で令和６年４月10日「じゃがい
も」の植え付け作業を、また令和６年５月10日に「さつまいも」の植え付け作業を手伝
わせていただきました。

　令和６年10月26日にJA新みやぎ涌谷営農センターで開催された「みどりの祭in涌谷」
の会場において、女性農業委員の活動状況や女性農業委員の登用推進、また全国農業新
聞、農業者年金の加入推進など農業委員がＰＲ活動を行いました。
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活 動 報 告農業委員会の
涌
谷
の
野
菜
を
Ｐ
Ｒ

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　湯浅農業委員（※中立委員）は涌谷町の農業を盛り上げたいという気持ちから仙台市
「本町商店街」のイベントスペースにおいて涌谷町産野菜の販売会を開催しました。地
区内にお住いの方々、オフィスで働く方々、また学生の方々などが訪れ、商品は非常に
好評ですべて完売しました。� ※農業者以外の農業委員です。

　令和７年１月16日衆議院議員小野寺五典氏を講師に迎え、大崎地区農業委員会連合会
研修会が開催されました。農業委員・推進委員が参加し、今後の農業情勢についての貴
重な講演を聞き、意見交換をしました。
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全国農業新聞を
購読してみませんか

①特徴のある週刊新聞　②時代に鋭く切り込む
③経営に役立つ　④紙面はオールカラー8ページ　
⑤読みやすく親しみやすい
■月4回毎週金曜日発行　月額税込み700円（年8,400円 送料込み）
■ お問い合わせは涌谷町農業委員会（０２２９－４３－２１２０）へ

お願いします。

農業者の視点でお届けします

■農業者年金の加入資格は3つだけ、農地の権利名義は不要
　①年間６０日以上農業に従事　②６５歳未満
　③ 国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）（ただし６０歳以上は国民年金

の任意加入被保険者）

■保険料の設定は自由、加入・脱退も自由
　保険料は月額２万円（３５歳未満で政策支援加入の対象とならない方は１万円）から
６万７千円の間で、千円単位で自由に決められ、いつでも見直しが可能です。さらに
加入・脱退も任意のため、経営状況等に応じ柔軟な対応が可能になります。

■「終身」で年金を受給でき、万が一の場合は死亡一時金も
　農業者年金は「終身年金」のため、一生涯年金を受け取ることができます。
　また万が一８０歳前に死亡した場合は８０歳までに受け取る農業者老齢年金の現在
価値相当額を死亡一時金として要件を満たす遺族の方が受け取れます。

■お問い合わせは　涌谷町農業委員会（０２２９－４３－２１２０）か
　ＪＡ新みやぎ涌谷支店（０２２９－４２－２０５１）へご連絡願います。

農業者年金に加入しませんか
（農業者なら誰でも入れる「終身年金」）
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令和７年度（2025年）　涌谷町農作業標準賃金表

令和７年度（2025年）　涌谷町農業委員会「参考賃借料｣

　今年度の農作業標準賃金額を下記のとおり定めましたので、農作業の受委託契約をする際の
「目安」としてご利用下さい。

注１　　作業賃金（オペレーター賃金・一般作業賃金）は、消費税の対象となりません。
注２　　この表の標準額については、「目安」ですので圃場条件や作業内容により通常と異なる場合には、両者で協議の上、決めてください。

※あくまで参考賃借料として示したものです。
　賃貸借契約にあたっての賃借料額を決める際は、圃場整備や農地に対する負担（土地の形状に関わる経費、土地改良区費特別賦課金等）
を勘案して、両者協議の上決めてください。

涌　谷　町　農　業　委　員　会　　（ TEL  直通　４３－２１２０ ）

農地区分 参考賃借料額 備　　　　考
圃 場 整 備 地 （10ａ当たり） 15,000 水稲作で転作加味
1 0 ａ 区 画 地 （10ａ当たり） 10,000 水稲作で転作加味
不 整 形 田 等 （10ａ当たり） 7,000 水稲作で転作加味
普 　　 通 　　 畑 （10ａ当たり） 5,000 露地野菜（自家消費）

作　業　区　分 単位
区画別標準額 （単位：円）

　（消費税込み） 摘                    要
ほ場整備済地区 10ａ区画の地区

耕 起 
水 田 耕 起

10a
5,500 6,000 ロータリー耕起標準とする

水 田 再 耕 起 4,800 5,200 ロータリー耕起標準とする
プ ラ ウ 耕 起 7,500 砕土を含む場合は4,200円増し

水 田 代 か き 10a 6,300 6,900 荒代・植え代２回仕上げ
田 　 植 　 え

（ 機 械 ）
植 え 付 け の み 10a 6,300 6,600 側条施肥については1,000円増し苗 運 搬 含 む 7,000 7,300 

苗 １箱 950 

防 除 10a
950 背負い動力散布機（薬剤除く）

1,500 スプレイヤー（薬剤除く）

1,200 ドローン・ラジヘリ（薬剤除く）薬剤の種
類と散布量により費用が異なります

稲
　
　
刈

コ ン バ イ ン
10a

18,000 もみ運搬含む、稲わら結束（結束紐含む）
は1500円増し

コ ン バ イ ン 一 貫 31,340 刈取・もみ運搬・乾燥・調整の一貫作業

乾 燥 10a 8,500 生もみ機械乾燥
調 製 60㎏ 660 
色 彩 選 別 60㎏ 880 選別のみ
わ ら 収 集 ・ 梱 包 10a 5,200 収集のみ・梱包のみの場合は両者で決定
運 搬 1日 16,000 軽トラを標準とする・1時間当たり2,000円

機 械 散 布 堆 肥 散 布 １t 4,000 マニアスプレッター　 堆肥代は含まず
肥 料 散 布 10a 1,000 ブロードキャスター　 肥料代は含まず

作 業 賃 金 オペレーター賃金 1時間 1,400 1日当たり11,200円、トラクター・コンバ
イン等の運転者のみを依頼する場合

一 般 軽 作 業 1,000 1日当たり8,000円

管 理

草 　　　　　 刈 １時間 1,600 機械・燃料費含む
自 走 畦 畔 草 刈 機 3,000 機械・燃料費含む
畦 畔 作 り 作 業 １m 33 片法面とする
トラクター（スライドモア） １時間 4,400 
トラクター（アームモア） 4,900 

参考 均平 レーザーレベラー 10a 10,700 均平精度±2.5㎝以内
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農　業　委　員
氏家靖裕（3区）、渋谷ミホ（9－3区）、手嶋一郎（11区）、
佐々木弘美（黄金区）、日野善勝（下町区）
大友利明（小里区）、千葉利一（岸ヶ森区）
遠藤和文（吉住区）、及川ふじ子（大谷地区）
白幡利政（大谷地区）、湯浅輝樹（石巻市）

（委員敬称略）

　農地利用最適化推進委員
菊池功（１区）、佐々木稔（2－1区）、相澤強（9－1区）、
鈴木孝一（１０区）、佐々木大輔（上郡２区）
渋谷克巳（上郡２区）、菅原正博（下小塚区）
勝又正徳（下小塚区）、千葉治（長根区）、木村良明（小里
区）、渡辺温（大谷地区）、大川昌秋（猪岡区）

（委員敬称略）

農　家　相　談
場所：涌谷町役場　本庁舎　１階　まちづくり会議室
時間：９時００分～１０時３０分
令和７年 ４月７日（月）担当 白幡利政、千葉利一、渋谷ミホ
令和７年 ５月７日（水）担当 手嶋一郎、佐々木弘美、大友利明
令和７年 ６月５日（木）担当 氏家靖裕、及川ふじ子、遠藤和文
令和７年 ７月７日（月）担当 湯浅輝樹、白幡利政、千葉利一
令和７年 ８月５日（火）担当 渋谷ミホ、手嶋一郎、佐々木弘美
令和７年 ９月５日（金）担当 大友利明、氏家康弘、及川ふじ子
令和７年10月６日（月）担当 遠藤和文、湯浅輝樹、白幡利政
令和７年11月 5日（水）担当 千葉利一、渋谷ミホ、手嶋一郎
令和７年12月 5日（金）担当 佐々木弘美、大友利明、氏家靖裕
令和８年 １月 5日（月）担当 及川ふじ子、遠藤和文、湯浅輝樹
令和８年 ２月 5日（木）担当 白幡利政、千葉利一、渋谷ミホ
令和８年 ３月 5日（木）担当 手嶋一郎、佐々木弘美、大友利明

（委員敬称略）

農業委員会だより
編 集 後 記
　植物を栽培することでメンタ
ルヘルスを向上させる「園芸療
法」という考えがあり、欧米な
どで行われているようです。
　農作業によって、心の癒しや
体力づくりといったメリットを
感じる方も多く、パンデミック
の際は自分で野菜を栽培し、食
する人が増加したという話も聞
いたことがあります。
　私も農業を生業にしています
が、土や水、作物のエネルギー
には私たちの心と体を癒し、バ
ランスを整えてくれるすばらし
い力があると普段から感じてい
ます。
　皆さんも何か育ててみてはい
かがでしょうか。

����広報部会長　佐々木弘美

農業委員会からのお知らせ
こんなときは農業委員・
農地利用最適化推進委員に

ご相談ください。
●農地を売りたい、貸したい　●農地を転用したい
●就農したい　●認定農業者になりたい
●農地の地目変更をしたい等
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令和７年３月１日
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